
アクションプランの取組経過について（お知らせ） 
今年度も、子供たちが、より充実した学校生活を送ることができるように“アクションプラン”を設定し、取り

組んでいます。これまでの経過をお知らせします。                   （７月７日現在） 

 重点課題 数 値 目 標 目標達成率 

１ 
好ましい学習習慣

の形成 

・８５％以上の児童が「自主学習ノート」の年間目標

ページ数に取り組む。 

  低学年 60ページ(１冊) (１学期は 15ページ) 

  中学年 90ページ(1.5冊)(１学期は 20ページ) 

  高学年 120ページ(２冊) (１学期は 40ページ) 

「自主学習ノート」１学期の 

達成率 

 （全）７７.１％ 

２ 
しっかりと靴をそ

ろえる児童の育成 
・９０％以上の児童が、下足箱の靴を揃える。 達成率   （全）９１.６％ 

３ 

進んで体力つくり

に取り組む児童の

育成 

・１００％の児童が、「日本一周マラソン」を達成す

る。(※ ただし１・２学期は 90％) 

東京都(50番)までの達成率 

（全）９１.０％ 

【考察及び今後の取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も一人一人が目標達成できるよう励ましていきたいと思います。ご協力をお願いします。  

 
★秋季大運動会について 
・９月 11日（土）午前・午後にかけて競技を実施します。※ 弁当持参 

・当日、児童は弁当を教室で食べます（保護者とは、別々の昼食になります）。 

・保護者の参観は、人数制限を設けさせていただく予定で 

【体力つくり】 
  「日本一周マラソン」(東京都まで)達成率      （低)９５.６％ (中)９０.１％ (高)８８.０％ 

今年度は、火曜日と木曜日に業間運動の時間を設定し、下学年と上学年に分かれて、それぞれグラウンド
でのマラソンと、室内での縄跳び運動に取り組んだ。天候にも恵まれ、100％に達した学級が４学級あった。
また、高学年以外は、ほとんどの学級で目標を達成することができ、全校では、９１.０％で、１学期の目標
９０％を達成するに至っている。 
高学年の達成率が届かなかった理由として、行事が重なったり委員会の仕事があったりして実施できなか

ったことが考えられる。また、走ることが苦手な女子を中心に、おしゃべりをしながら歩いており、周数が
増えず未達成につながっているようであった。２学期は、マラソン・縄跳びカードを走る前に配付し、一人
一人にあらかじめその日の目標をもたせてから運動に取り組ませるようにすることで、自分の力に合わせて
努力できるようにしたい。児童の様子を見ていると、コロナ対策で業間運動等を思うようにできなかった昨
年度と比べると、確実に運動能力が高まっており、少しずつ体力が戻ってきているように感じる。 

【生活指導】 
 靴をそろえる達成率                (低)９３.９％ (中)８２.９％ (高)９６.５％ 

今年度も、「下足を揃える」ことを目標とした。「自分から進んで靴を揃える」の目当てをもとに、朝、登
校後の靴が揃っているかどうか評価した。達成率は全校で９１.６％で、中学年の一部で目標値を下回ったが、
目標の９０％は達成することができた。 

中学年で目標を達成できなかった原因として、①子供たち（特に男子児童）の下足をそろえるという意識
が低かったこと、②普段は揃えていないが１日と 15日だけ揃えているという児童が多かったことが考えられ
る。今後は、①担任が靴を揃えていた子への賞賛を今まで以上に行い、児童会の呼びかけも増やす、②１日
と 15日ではなく、１日、15日付近の水曜日として曜日を固定する、③日常的に揃えるという意識を高める
ため、チェックの日を子供たちに知らせる放送をやめて、先生のみにチェックの日を知らせるなどして、一
人一人が自分の下足を揃えるという意識を高めていきたい。 

【学習指導】 
 １学期末の「自主学習ノート」達成率        (低)８５.１％ (中)７２.１％ (高)７４.６％ 

「自分から進んで学習する」の目当てをもとに、自主学習ノートのページ数を評価した。達成率は全校で
７７.１％と、目標の８５％を下回る結果だった。 

自主学習の取組向上を目指し、今年度から「東部っ子自学交流ウィーク」を設定した。各教室で友達のノ
ートを見合ったり、担任から説明（スクリーンに写す・便りを配付するなど）を受けたりして、取組方のポ
イントを確認した。また、各教室の「おすすめのページ」を体育館エントランスに掲示し、他学年の自主学
習の取組方を学び合った。現在は、担任からの課題として自主学習ノートに取り組んでいる児童達である。
今後は、自主的に取り組む児童が徐々に増えるように、取組の質が向上するように、「東部っ子自学交流ウィ
ーク」の取組を継続していきたい。 


